
20042004. 4. 4
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制
度
を
活
用

し
て
も
ら
う

た
め
に
町
内

外
に
広
く
情

報
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

�
森
林
、
農
村
な
ど
の
恵
ま
れ
た
自
然
や
、

環
境
の
村
な
ど
特
色
の
あ
る
様
々
な
ス

テ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
ひ
と
づ
く
り
や
環

境
学
習
を
核
と
し
た
積
極
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

�
本
年
８
月
に
道
民
の
森
を
中
心
に
北
方

圏
の
国
々
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た

「
ユ
ー
ス
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
機
会
を
活
用
し
、
町
民
が

環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
普
及
啓
発
を
進
め
ま
す
。

　

　

行
政
や
関
係
団
体
を
は
じ
め
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り
対
策
を
総
合
的
、

効
果
的
に
推
進
で
き
る
よ
う
「
当
別
町
健
康

づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

�
本
町
で
も
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
高
齢
者
が
地
域
の
活
性
化
に
積
極

的
な
役
割
を
果
た
し
、
か
つ
健
康
で
安
心

し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
や
老

人
保
健
事
業
介
護
予
防
施
策
を
推
進
し

　

平
成　

年
３
月
に
制
定
し
た
「
美
し
い
ま

１４

ち
当
別
を
み
ん
な
で
つ
く
る
条
例
」
は
、
２

年
が
経
過
し
各
地
域
で
町
民
の
皆
さ
ん
が

主
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
ま
ち

づ
く
り
の
意
識
が
確
実
に
高
ま
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

�
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
昨
年
に
引
き
続
き
「
当
別
町
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
補
助
金
交
付
制

度
」
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
自
主
的

な
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

�
「
当
別
町
美
し
い
景
観
委
員
会
」
を
設
置

し
、
景
観
創
出
の
取
り
組
み
と
こ
れ
ら
の

保
全
な
ど
に
対
し
て
、
町
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

�
定
住
型
優
良
田
園
住
宅
の
建
設
促
進
を

図
る
た
め
に
策
定
し
た
「
優
良
田
園
住
宅

の
建
設
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の

ま
す
。

�
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境

づ
く
り
と
子
育
て
支
援
と
し
て
「
当
別
町

子
育
て
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

�
子
ど
も
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
を
総
合
的
な
子

育
て
支
援
体
制
に
組
み
入
れ
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
運
営
を
教
育
委
員
会
か
ら
福
祉

部
へ
所
管
替
え
し
、
保
健
、
医
療
と
の
連

携
を
一
層
深
め
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
ま
す
。
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　就任から３回目の町政執行方針を述べることになりますが、最
も大きな行政課題になっている町村合併と危機的状況にある町財
政の抜本的な立て直し、さらに新しい農業政策の確立など、当別
町がかつてない転換期にあることを強く実感しています。
　この大きな転換期にあっても大切なことは、町民の皆さんが希
望を持って暮らせる環境を整えることであると考えています。
　私は積極的に町民の皆さんと向き合った町政の推進を念頭に、
様々な地域の課題を肌で感じながら迅速な措置を講じるよう努め
てきたところです。
　また、田園や山河などの固有の自然、ＪＲ、国道などの交通ア
クセスと道民の森などかけがえのない環境資源や、さらに学術医
療のシンボルとして医療大学を有する当別町の潜在的な可能性を
信じて、将来を見据えながらこの困難な時に立ち向かって行かな
ければならないと考えています。
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本
年
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
全

て
の
町
民
が
心
身
と
も
に
健
や
か
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
成
人

ま
で
一
貫
し
た
歯
科
検
診
体
制
の
導
入

　

人
々
が
健
康
で
安
全
な
暮
ら
し
を
営
む

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
、
大
量

消
費
、
大
量
廃
棄
と
い
っ
た
生
活
を
見
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

�
「
当
別
町
ご
み
減
量
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
ご
み
の
減
量
化
、
分
別

「
当
別
町
商
業
活
性
化
基
本
構
想
」
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
に
町
民
が
ふ
れ
あ
い
、
集
う

場
所
と
し
て
商
店
街
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
あ

え
〜
る
」
や
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
催
す
多
目

的
広
場「
ま
ち
の
駅
ア
ウ
ル
」を
整
備
し
、
活

性
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
地
域
の
自
発
的
な
活
動
に
よ

り
、
年
間
２
万
人
以
上
の
人
々
が
こ
れ
ら
の

施
設
を
利
用
さ
れ
、
商
店
街
に
賑
わ
い
が
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。　

�
地
域
住
民
に
密
着
し
た
個
性
的
な
商
店

街
空
間
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
や
情
報
発
信

の
場
と
し
て
有
効
に
機
能
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

�
新
た
な
試
み
と
し
て
、
商
店
街
へ
の
新
規

出
店
の
促
進
を
図
る
た
め
、「
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
の
実
施
な
ど
、
商
工

会
と
十
分
に
連
携
を
取
り
、
商
店
街
の
活

性
化
と
新
し
い
魅
力
づ
く
り
を
図
り
ま

す
。

　

町
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
い
き
い
き
と
心

豊
か
に
充
実
し
た
生
活
を
営
む
た
め
に
、
町

民
自
ら
の
学
ぶ
意
欲
や
取
り
組
み
を
大
切

に
し
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
自
由
に
学

べ
る
」
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
教
育
委
員

会
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
「
学
ぶ
環
境
の
充

実
」
に
努
め
ま
す
。
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現
在
、
本
町
の　

歳
以
上
の
経
営
者
で

６０

後
継
者
の
い
な
い
農
家
は　

パ
ー
セ
ン
ト

４４

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

�
後
継
者
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
や
高
齢

化
対
策
と
し
て
、
土
地
、
農
業
用
機
械
、

労
働
力
、
生
産
技
術
、
経
営
能
力
な
ど
を

結
集
し
、
地
域
ご
と
に
経
営
体
ま
た
は

共
同
体
の
設
置
に
努
め
、
組
織
的
に
営

農
す
る
「
地
域
営
農
」
の
取
り
組
み
を
最

優
先
に
支
援
す
る
「
地
域
水
田
農
業
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

�
経
営
体
を
核
に
し
た
都
市
近
郊
型
農
業

は
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
が
必
要
で
あ
り
、
広
く
各
業
種
か
ら

も
人
材
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
新
た

な
担
い
手
が
育
成
さ
れ
、
強
力
な
地
域

営
農
が
推
進
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
　

こ
れ
ら
が
実
現
で
き
る
よ
う
水
田
農

業
推
進
協
議
会
や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
協
力
し

て
、
当
別
町
の
農
村
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。
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�
昨
年
の
３
月
末
に
、
国
道
3
3
7
号
（
道

央
圏
連
絡
道
路
）
当
別
バ
イ
パ
ス
が
国
道

2
7
5
号
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の

国
道
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
、

当
別
大
通
の
早
期
完
成
と
幸
町
土
地
区

画
整
理
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
当
別
川
に
架
か
る
当
別
大
橋
改

築
の
早
期
事
業
化
を
北
海
道
に
要
請
し
、

国
道
と
市
街
地
と
を
連
絡
し
、
本
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
当
別
大
通
の
全
線
完

成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

�
パ
ン
ケ
チ
ュ
ウ
ベ
シ
ナ
イ
川
の
保
全
改

修
に
着
手
し
、
水
辺
空
間
と
し
て
、
潤
い

と
憩
い
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

�
上
水
道
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
事
業
に

伴
う
水
道
施
設
の
整
備
を
進
め
、
安
定
し

た
飲
料
水
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

�
下
水
道
は
、
公
共
用
水
域
の
保
全
と
町
民

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
処
理
区

域
内
の
汚
水
、
雨
水
事
業
の
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
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回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
、
資
源
の
有
効

利
用
や
廃
棄
物
の
適

正
処
分
に
よ
り
、
大

量
消
費
社
会
か
ら「
資

源
循
環
型
社
会
」へ
の

構
築
を
推
進
し
ま
す
。

を
図
る
と
と
も
に
、
北
海
道
医
療
大
学

な
ど
が
全
町
民
の
歯
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
る「
歯
れ
ば
れ
と
う
べ
つ
健
康
プ
ラ

ザ
」
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
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現
在
、
国
は
分
権
型
社
会
へ
大
き
く
転
換

し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
変
革
の
時
代
に

あ
っ
て
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
た
め
に
は
、
従
来
の
行
政
主
導
の
シ
ス

テ
ム
か
ら
脱
却
し
、
新
し
い
行
政
シ
ス
テ
ム

の
確
立
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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事
業
に
「
ど
れ
だ
け
の
効
果
が
あ
っ
た
の

か
」
と
い
う
成
果
を
重
視
す
る
町
民
の
視
点

に
立
っ
た
町
政
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
民

間
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
積
極

的
に
委
ね
て
い
く
」
な
ど
、
抜
本
的
な
事
務

事
業
の
見
直
し
等
を
行
い
、
財
政
力
に
似

合
っ
た
行
政
の
ス
リ
ム
化
に
努
め
ま
す
。
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I
T
社
会
に
適
応
し
た
行
政
運
営
が
可

能
と
な
る
体
制
と
し
て
、
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
や

国
、
道
、
市
町
村
を
結
ぶ
「
総
合
行
政
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
設
備
」
な
ど
を
整
え
て
き
ま
し

た
。
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分
権
時
代
の
基
礎
自
治
体
が
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
的
確
な
住
民
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

町
内
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
生

な
ど
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
責
任
感
と
協
調
性
あ
る

住
民
の
行
政
参
加
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�
住
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
発

揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

こ
れ
ら
は
、「
住
民
票
の
交
付
申
請
な
ど
、

各
種
の
行
政
手
続
き
が
家
庭
か
ら
行
え
る
」

電
子
自
治
体
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
が
、

国
や
自
治
体
で
相
互
利
用
す
る
共
通
シ
ス

テ
ム
の
整
備
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

�
北
海
道
が
進
め
る
「
電
子
自
治
体
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
構
想
」
に
よ
り
、
道
内
の
自

治
体
が
連
携
し
て
シ
ス
テ
ム
整
備
に
積

極
的
に
参
加
し
、
住
民
が
必
要
と
す
る
情

報
の
入
手
や
発
信
、
さ
ら
に
電
子
手
続
き

な
ど
が
早
期
に
実
現
で
き
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�
町
民
の
個
人
情
報
な
ど
の
情
報
資
産
を

保
護
し
、 
漏
洩 
を
防
ぐ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

ろ
う
え
い

確
保
と
し
て
基
本
方
針
と
対
策
基
準
な

ど
の
「
当
別
町
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
」
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
、
職
員
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

対
す
る
意
識
向
上
や
細
部
の
取
り
扱
い

基
準
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

が
柔
軟
か
つ
効
率
的
、
効
果
的
な
も
の
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
今
後
、
町
内
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
住

民
組
織
な
ど
の
活
動
が
活
発
化
す
る
よ

う
、
情
報
提
供
や
人
的
な
支
援
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

�
各
種
事
業
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
広
く

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
建
設
的
な
提
案
な

ど
を
い
た
だ
き
た
く
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
制
度
な
ど
の
活
用
を
検
討
し
、
住

民
の
声
を
反
映
し
た
町
政
を
進
め
ま
す
。
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　生涯学習社会を迎え、人々の様々な学習ニーズが求められる中で、３
月に新しい「当別町生涯学習推進計画」が完成しました。
　今後はこの計画に基づき、いつでもどこでも学び、生き生きと学び続
ける生涯学習社会の実現に向けた、条件整備をしていくことが大切な
ことと考えています。
　また現代は、力強く生き抜く力の育成や生き甲斐を感じることの出
来る学習などが求められており、このような時代的要請に応える教育
行政を推進していくことが大切なことと考えます。
　財政難の中ではありますが、これらの取り組みを進めるため、地域の
教育力を活用しつつ学校、家庭、地域社会のネットワークづくりを進
め、学校施設や社会教育施設と連携した教育行政を進めていきます。

　

幼
稚
園
教
育

は
、
生
涯
に
わ

た
る
人
間
形
成

の
基
礎
を
培
う

こ
と
か
ら
、
幼

稚
園
を
中
心
に

家
庭
や
地
域
社

会
全
体
で
望
ま

し
い
発
達
を
促

す
事
が
大
切
で
あ
り
、
子
育
て
講
演
会

な
ど
を
開
催
し
、
保
護
者
と
と
も
に
幼

児
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
修
を
深

め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

����������������

　

新
学
習
指
導
要
領
実
施
３
年
目
を
迎
え
、

「
生
き
る
力
」
の
育
成
に
向
け
た
着
実
な
実

践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
と
保
護

者
、
地
域
が
一
層
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

く
た
め
、
開
か
れ
た
学
校
の
推
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
教
科
担
任

と
共
に
他
の
先
生
が
入
り
、
複
数
で
指
導
す

る
制
度
）
や
少
人
数
指
導
な
ど
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
当
別
小
学
校
に
お
い
て
も
西
当

別
小
学
校
で
実
施
し
て
き
た
大
学
生
の
「
教

科
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
教
育
資
源
の
活
用
を
働
き
か
け
る

と
と
も
に
、
文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
「
N

P
O
等
と
学
校
教
育
と
の
連
携
の
在
り
方

に
つ
い
て
の
実
践
研
究
事
業
」
を
、
環
境
教

育
を
中
心
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

町
内
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
社
会
人

を
道
徳
の
授
業
な
ど
に
生
か
す
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
図
書
の
蔵
書
冊
数
の
増
加
と
司
書

教
諭
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
読
書
に
親
し

む
活
動
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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�
�
�
�
�
�
	

　

家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
児
童
生

徒
の
健
全
な
発
達
を
育
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
評
議
員
の
一
層

の
活
用
と
、
教
育
活
動
に
対
す
る
保
護
者
、

地
域
住
民
の
意
見
や
要
望
を
組
織
的
に
取

り
入
れ
る
外
部
評
価
の
取
り
組
み
、
ま
た
、

学
校
理
解
の
た
め
の
広
報
活
動
の
充
実
な

ど
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
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�
�
�
�
	


�
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弁
華
別
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
、
当

別
小
学
校
外
部
非
常
階
段
改
修
工
事
な
ど

児
童
生
徒
が
安
全
な
学
校
生
活
を
営
め
る

よ
う
施
設
整
備
の
改
修
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
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安
全
性
と
栄

養
に
配
慮
し
な

が
ら
、
食
事
や

食
材
に
関
わ
る

関
心
を
高
め
る

教
育
の
組
織
的

取
り
組
み
を
各

学
校
と
連
携
し

て
進
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
地
元
産
食

材
の
使
用
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

多
様
化
が
進
む
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
す
る
た
め
の
学
習
や
生
き
甲
斐
づ
く

り
の
学
習
、
子
育
て
に
関
す
る
学
習
が
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
種
学
習

会
の
場
を
設
定
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域

の
社
会
教
育
団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
育
成
・
支

援
を
進
め
、
更
に
情
報
の
発
信
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
学
習
や
活
動
へ
の
参
加
意
欲
を
高

め
て
い
き
ま
す
。
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　長引く不況の影響から町税の伸び
悩みや地方交付税が前年に比べて
4,415万円（1.2％減）の大幅な減額、
さらに地方交付税削減を補うために
発行される臨時財源対策債が４億
2,420万円（30.5％減）などで収入が伸
び悩んでいる状況が続いています。
　削減された金額を補うために、町の
貯金にあたる「基金」の取り崩しや繰
替え運用をして財源を確保するなど
大変厳しい状況が続いています。
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家
庭
で
の
生
活
や
教
育
は
、
人
格
の
形
成

に
大
き
な
影
響
を
持
つ
こ
と
か
ら
、「
子
育

て
を
考
え
る
つ
ど
い
」「
楽
し
い
音
楽
の
つ

ど
い
」「
子
育
て
講
演
会
」「
絵
本
に
親
し
む

講
演
会
」
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
か
ら
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
、

親
子
の
愛
情
や
豊
か
な
感
性
を
育
む
こ
と

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

放
課
後
や
週
末

の
活
動
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
文
部
科

学
省
の
委
託
事
業

を
受
け
、
地
域
子
ど

も
教
室
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

週
末
に
お
け
る
地
域
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
、
子
ど
も
出
前
講
座
の
実
施
、
さ
ら

に
、
人
権
教
育
推
進
事
業
と
し
て
、
小
中
学

生
を
対
象
に
映
画
の
上
映
と
原
作
者
の
講

演
を
実
施
し
ま
す
。

　

防
犯
協
会
な
ど
関
係
機
関
と
少
年
指
導

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
密
接
に
し
な
が
ら

問
題
行
動
の
実
態
に
即
し
た
巡
視
に
取
り

組
み
ま
す
。
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町
民
が
学
び
た
い
こ
と
を
自
ら
企
画
、
運

営
し
て
い
く
町
民
自
主
企
画
講
座
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
医
療
大
学
と
の
連

携
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
当

別
学
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

　

こ
と
ぶ
き
大
学
を
開
催
し
て
い
く
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
生
き
甲
斐
づ
く
り
や
社
会

参
加
の
一
環
と
し
て
、
各
町
内
会
老
人
ク
ラ

ブ
も
対
象
と
し
た
学
習
機
会
の
拡
充
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�

　

文
化
団
体
交

流
の
活
発
化
へ

の
支
援
、
活
動

や
発
表
の
場
の

提
供
、
多
く
の

出
展
が
可
能
と

な
る
文
化
祭
会

場
の
設
営
な
ど

に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

町
民
の
読
書
環
境
の
充
実
の
た
め
、
蔵
書

数
の
増
加
や
閲
覧
環
境
の
改
善
な
ど
に
努

め
ま
す
。

　

新
刊
児
童
本
の
各
学
校
へ
の
定
期
的
な

巡
回
や
、
児
童
生
徒
か
ら
の
利
用
希
望
に
応

じ
て
各
学
校
に
配
送
す
る
子
ど
も
出
前
図

書
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

伊
達
記
念
館
、
伊
達
邸
別
館
、
開
拓
郷
土

館
は
、
冬
期
間
の
利
用
者
の
低
迷
か
ら　

月
１２

か
ら
３
月
ま
で
休
館
し
ま
す
。
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生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

た
め
に
、
年
代
に
応
じ
た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
気
軽
に

で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
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　収入減に伴う予算執行のために、廃止・休
止・繰延べなど事務事業を細部にわたってこ
れまでにないほどの見直しを行いました。
　しかし、国や道の制度改革による新たな
支出や借入金の償還、継続中で中止ができ
ないものもあります。
　民生費については、前年度に比べて増額
となっています。主に障害者などを支援す
る支援費制度の増加、制度改革による児童
手当の該当年齢引き上げなどが要因です。
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空
き
店
舗
を
利
用
し
、
町
民
の
歯

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
健
康
情
報

発
信
や
町
民
の
交
流
学
習
を
実
施
す

る
実
行
委
員
会
へ
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
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商
店
街
の
活
性
化
対
策
と
し
て
商

工
会
が
実
施
す
る
空
き
店
舗
を
希
望

者
に
期
間
限
定
で
貸
す
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
事
業
に
対
し
て
補
助
し
ま

す
。
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小
説
「
石
狩
川
」
の
著
者
で
本
町
出

身
の
本
庄
陸
男

生
誕
百
年
を
記

念
す
る
事
業
費

の
一
部
を
観
光

協
会
に
補
助
し

ま
す
。
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豊
か
な
感
性
と
情
操
を
育
む
た
め

に
、
乳
幼
児
検
診
時
に
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
と
絵
本
を
配
布
し
ま
す
。
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小
中
学
生
や
P
T
A
・
育
成
会
な
ど

を
対
象
に
人
権
擁
護
に
関
す
る
映
画

の
上
映
と
原
作
者
の
講
演
を
行
い
ま

す
。
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学
校
を
子
ど
も
達
の
拠
点
と
し
て

開
放
し
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
や
地

域
住
民
な
ど
と
交
流

を
図
り
ま
す
。
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保
健
、
医
療
と
連
携
し
な
が
ら
子

育
て
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
児

童
対
策
事
業
を
教
育
委
員
会
か
ら
福

祉
部
へ
所
管
替
え
し
ま
し
た
。
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子
ど
も
会
な
ど
か
ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
町
内
会
館
な
ど
で
子
ど
も
向

け
の
様
々
な
講
座
を
開
設
し
ま
す
。
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乳
幼
児
や
学
校
保
健
の
歯
科
検
診

の
み
で
な
く
、
一
貫
し
た
歯
科
検
診

体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
成
人
の
歯

科
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
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住
民
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
各
種
行
政
手
続
き
が
行
え
る
シ
ス

テ
ム
と
し
て
北
海
道
が
進
め
て
い
る

「
電
子
自
治
体
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
構

想
」
を
、
道
内
の
自
治
体
が
連
携
し
て

整
備
開
発
す
る
た
め
の
費
用
を
負
担

し
ま
す
。

�������

　

バ
ス
路
線
を
維
持
す
る
た
め
、
現

在
、
第
一
観
光
バ
ス
が
運
行
し
て
い

る
本
路
線
の
運
行
経
費
を
、
北
海
道
・

江
別
市
・
当
別
町
で
一
部
負
担
し
ま

す
。
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現
在
使
用
し
て
い
る
会
館
は
泥
炭

地
盤
が
原
因
で
傾
い
て
い
る
た
め
建

て
替
え
を
行
い
ま
す
。
地
域
住
民
と

利
便
性
な
ど
相
談
し
な
が
ら
設
計
し

ま
す
。
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J
R
当
別
駅
南
口
前
に
新
た
に
観

光
案
内
板
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部

を
観
光
協
会
に
補
助
し
ま
す
。
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生
活
道
路

な
ど
を
優
先

し
た
、
除
雪

路
線
の
見
直

し
を
行
い
ま

し
た
。
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障
害
者
な
ど
の
施
設
訓
練
支
援
費

等
や
居
宅
生
活
支
援
費
を
受
け
る
利

用
者
及
び
利
用

数
の
増
加
に
よ

り
、
支
援
費
支
給

額
の
増
額
を
し

ま
し
た
。
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昨
年
に
引
き
続

き
、
地
域
集
会
施
設

運
営
費
や
街
路
灯
維

持
の
補
助
率
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。
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リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
・
ア
ル
ミ

缶
・
新
聞
紙
な
ど
の
回
収
量
に
対
し

て
交
付
す
る
奨
励
金
を
、
1�
当
た

り
４
円
か
ら
３
円
に
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。
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心
身
障
害
者
の
医
療
費
受
給
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
医
療
費
を

増
額
し
ま
し
た
。
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
利
用
者
や

利
用
回
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
伴

い
、　

名
定
員
を　

名
に
拡
大
し
利

２０

２５

用
者
の
利
便
性
を
図
り
ま
し
た
。
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今
ま
で
の
緊
急
雇
用
対
策
の
２
事

業
に
加
え
て
、
町
内
企
業
の
雇
用
対

策
と
し
て
放
置
廃
棄
物
撤
去
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
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昨
年
か
ら
地
域
用
水
機
能
の
増
進

と
農
業
景
観
の
整
備
保
全
に
配
慮
し

た
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
と
し
て
進

め
て
い
る
水
田
発
祥
の
地
の
記
念
碑

や
公
園
整
備
な
ど
が
着
工
し
ま
す
。
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国
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
児
童
手

当
該
当
年
齢
が
小
学
３
年
生
ま
で
拡

大
し
ま
す
。

��������	
��
�

����������������



��������	 ��

�����������
� ���������������������������

� ���������������������������

　

当
別
町
長
は
、
２
月　

日
に
月
形
町
長

１７

か
ら
正
式
に
当
別
町
と
新
篠
津
村
の
法
定

合
併
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。）

に
参
加
し
た
い
」
と
の
申
し
入
れ
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、　

日
と
３
月
１
日
に
新
篠

２３

津
村
長
と
協
議
会
設
置
に
関
す
る
協
議
を

行
い
、
次
の
理
由
に
よ
り
、
２
月
２
日
に

合
意
し
た
２
町
村
に
よ
る
協
議
会
設
置
を

優
先
さ
せ
て
ほ
し
い
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た
。
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し
か
し
、
新
篠
津
村
長
は
、「
村
民
が
３

町
村
に
よ
る
協
議
会
の
設
置
を
望
ん
で
お

り
、
３
月
定
例
議
会
に
２
町
村
だ
け
の
協

議
会
設
置
の
議
案
を
提
案
し
な
い
」
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
別
町
と
し
て
も
３
月
定
例
議
会
へ
２

町
村
の
協
議
会
設
置
に
係
る
提
案
を
見
送

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
別
町
で
は
町
民
の
皆
さ
ま
へ
、
月
形

町
の
再
度
の
参
加
と
協
議
会
の
設
置
を
は

じ
め
今
後
の
進
め
方
を
説
明
す
る
た
め
、

３
月
か
ら
、
各
町
内
会
の
総
会
に
合
わ
せ

て
懇
談
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

３
月　

日
、
新
篠
津
村
長
が
来
庁
さ

１９

れ
、「
こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議
を
白
紙
に

戻
し
た
い
。
新
篠
津
村
は
、
合
併
し
な
い

の
で
は
な
く
、
３
町
村
の
枠
組
も
含
め

て
、
再
度
、
合
併
問
題
を
考
え
て
い
き
た

い
」
と
説
明
が
あ
り
、
理
由
と
し
て
村
民

か
ら
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
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当
別
町
長
は
、
月
形
町
の
再
参
加
な
ど

３
町
村
で
の
合
併
に
向
け
た
町
民
説
明
を

実
施
し
て
い
る
時
に
、
合
併
協
議
を
白
紙

に
戻
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
２
町
村
長
だ

け
で
決
め
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
と
し
、

早
急
に
３
町
村
長
会
議
を
開
き
、
協
議
す

る
必
要
が
あ
る
と
提
起
し
、
3
月　

日
に

２６

３
町
村
長
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

こ
の
会
議
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
来
月
号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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　以前役場などに設置していたものは、苦
情のための箱ではなく広聴箱というもの

です。これは、現在行っている『町長への手紙』と同じ趣旨
で、町政への提言、提案、意見などを投函するためのもので
あり、決して苦情箱的な役割で設置していたものではないこ
とをご理解ください。
　また、町内の限られた施設に広聴箱を設置するだけでは、
事情があって直接来れない人など、アイデアや意見が広く聞
けないので、手紙形式の用紙を広報誌に折り込むことで、多
くの方の考えをお寄せいただいています。

������

　以前役場にあった苦情箱はなぜな
くなったのですか？

　再度設置をして住民の意見・苦情などを入
れられるようにして欲しいのですが。

��

　役場前の踏み切りは、遮断機が長時
間降りていて交通渋滞の原因を作って

いる。なんとかなりませんか？

��

　役場の東側の踏み切りは、小学校から虹
の橋を渡る北栄通と商店街方面からの本

通がぶつかり、特に駅からの列車発車時には、待機時間が長
く車の渋滞がたびたび見受けられます。
　駅付近の踏み切りは列車発車時の安全確保が重要である
こと、また単線のため列車を別のホームに移す切り替え作業
が必要なことなど、他の踏み切りより多くの時間を必要とす
ることをご理解願います。

������

　六軒町から小学校までの
間、歩道がなくて子どもの通

学がとても危険です。いつになった
ら歩道ができるのですか？
　いまだに下水道も来ていません。
どうして同じ町でこんなに差がある
のですか？人口が２万もいるのに。
平均的な整備はできないのですか？

��

　町では、道路・水道・下
水道など住民生活に必要

な整備については計画的に進めています。
　ご質問の文面からは場所の特定ができす、
町の道路整備計画や下水道処理区域である
かの確認をすることができませんが、これら
の整備には多額の費用が掛かり、短期間には
難しいことから町では、優先度を見極め年次
計画に基づいて整備を行っているところで
す。
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　３月８日から２週間続いた定例議会は昨年よ

り財源が少ない予算案だったが良く理解され全

員一致で議決いただき新しい助役の人事案件も

決まりホッとしたのもつかの間、突然午後から

新篠津の加賀谷村長と東出議長が来庁された。

何ごとかと思ったら「合併は白紙にしたい」と

の申し出であった。理由は「大きい当別に新篠

津がのみ込まれてしまいそうなので、もっと

じっくり考えたい」との事である。

　私の方は月形を再び入れる為に各町内会毎に

説明をしている最中なので大変おどろいた。

　昨年七月に当別、月形、新篠津で合併の協議

を始めて間もなく月形が抜けたが今年になって

又、入りたいと申し込まれたので二ヶ月の余裕

をもらってその準備をしていた矢先に今度は新

篠津が白紙にしたいと云う。

　私は町長に当選した頃、合併は念頭になかっ

たが間もなく、町村合併を検討しないのはいけ

ないと考えて準備にかかり、昨年夏から三町村

で協議してきたが「町長は少し弱腰でないか」

と云われても当別町は大きいのだから控えなけ

ればと思って、対応していたつもりだった。

　職員も一枚岩だったし、議会も良く相談に

乗ってくれたからこの件では当別町としては足

並みは揃っていたと思うだけに本当に割り切れ

ない思いだ。

　新聞が当別町長が月形を"拒否"したとか月形

"抜き"とニュアンスの違う強烈な記事を書いた

事だけが原因だろうか？

　私の何かが足りなかったのだろうか？

　自分自身で答えを見つけなければならない日

がこれから続く。

「雪の少ない年は春が早いとは限らない」と

云っていた故人の話を想い出す。
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　このたび、4月1日付けで、北海道総合企

画部参事から助役に就任いたしました。

　法定期限があと1年と迫った町村合併問

題や地方交付税、国庫補助金の大幅な削減

による危機的状況にある財政の抜本的な

立て直しなど、一刻の猶予も許されない重要課題も山積して

いますが、地方分権などによる変革の時代にあって常に俊敏

に対応し、町行政の推進に努めて参りたいと考えています。

　また、泉�町長が目指す「環境に配慮した美しいまちづくり

の推進」や「新しい農業政策の確立」など、微力ではあります

がこれまでの経験を生かして、誠心誠意取り組む所存でござ

います。

　皆さまのご指導、ご鞭撻を心からお願い申し上げ、就任のご

あいさつといたします。

　どうぞよろしくお願い申し上げます。

����

昭和２６年１０月生まれ・函館市出身

平成元年５月　日高支庁地方部振興課市町村係長

　　３年６月　北海道総務部税務課主査

　　５年４月　北海道企画振興部地域振興室地域調整課主査

　　６年11月   北海道企画振興部交通対策課総合交通係長

　　９年６月　北海道総合企画部地域振興室市町村課主幹

　　10年９月　石狩支庁地域政策部地域政策課長

　　12年４月　北海道総合企画部地域振興室市町村課主幹

　　15年６月　北海道総合企画部計画室主幹

　　16年３月　北海道総合企画部参事

　このたび、３月３１日付けをもちまして助

役を退任させていただくことになりました。

　在任中の２年７カ月間、町長をはじめ議会

の皆さま、町民の皆さまには本当に並々なら

ぬご指導とご支援、ご協力を頂き心から御礼

申し上げます。

　これからも当別町の益々の発展と、皆さまのご健勝を心か

ら祈念申し上げ退任のごあいさつとさせていただきます。
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　川下小学校で最後の卒業証書授与式が行われました。
　同校最後の卒業生となった４人は、在校生の演奏と父母が見守
る体育館へ緊張気味に入場。伊藤校長が一人ひとりに卒業証書を
授与し「川下小学校での経験と思い出を誇りに目標に向かって行っ
てください」とはなむけの言葉をかけました。
　また、引き続き行われた閉校式で、児童を代表した葛西浩幹君は
「いままでの数々の思い出が浮かび上がります。地域の方がプレ
ゼントしてくださった東京見学旅行は一生の思い出になりました。
ぬくもりのある校舎を忘れることなく１０年後には９人全員でタイ
ムカプセルを開きたい」とあいさつしました。
　その後、校旗が�橋教育長に返納され、川下小学校は静かに１００
年の幕を閉じました。（3月20日）
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　青年会議所とスノーモビルクラブが企画したパ
ラーセーリング体験に児童は大喜び！！（3月7日）
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　町民に、もっと当別を知ってもらおう
と商工会が主催した「鮎田塾」。
「あえ～る」で３月３日から３夜連続で開催し、
延べ100人が受講しました。
　３日間に４人の講師が講演、泉�町長はこれ
からの農村づくりを語ったほか、「石狩川」の町
民演劇公演を企画している武田龍太郎準備委員
長が公演内容の説明など町民に参加を呼びかけ
ました。また、坂田資宏町歴史研究専門員が岩
出山の富豪、「手島家のこと」を、当別新聞を発
行している清水三喜雄さんが歴史を学ぶ楽しさ
を講演するなど当別の歴史とこれからの当別を
探る会となりました。　　(３月３日～６日）
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「障害を持った
方と健常者が一
緒に楽しめるコ
ンサート」を目指
し北海道医療大
学生や社会人で
構成したハート
feelingコンサート
実行委員会（千葉
ルミ委員長）が、三味線奏者の白田路明さん（登別市在住）
を招いて演奏会を開催。
　学生ボランティアグループ「ゆうゆう２４」や小中学生
のジュニアリーダーが描いた水墨画の作品が会場内を飾
り、力強い津軽じょんがら節の演奏や楽しいトーク、自ら
のオリジナル曲などを披露しました。
　会場を埋めた約２５０人の子どもから高齢者、障害をもた
れた方が一体となる楽しいステージとなりました。
　また、この日の日中に行われた「ボランティアの集い」
でも白田さんの講演が行われ、三味線との出会いや体験
談を話されました。（３月６日）

　町米麦改良協会が主催し田西会館で行われた
新米の試食会に、地域の育成会の子ども２５人
を含む約１００人が参加。当別産「有機米」と
「ななつぼし」、新潟県魚沼産「コシヒカリ」
の３種類を食べ比べました。
　参加者は、においや粘りを確かめながら試食
をして、おいしいと思う順番に評価。子どもと
大人それぞれの集計結果は、どのお米にも差が
つかず、当別産米はコシヒカリとそん色がなくと
ても味が良いといえます。
　また、普段から当別産米を食べている人が多く家庭に最
も浸透していました。
　試食後にはいもだんご汁、おにぎり、長野パン教室の角
食、レインボークラブのニンジンジャムなどで昼食を楽し
みながら、農業改良普及センター辻敏昭さんによる「おい
しいお米の話し」や子ども達参加のお米に関するクイズが
行われました。（２月２８日）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　町商工会（河村佳男会長）は、町内事業所の永
年勤続優良従業員表彰を商工会館で行いました。
　河村会長は「これまでに培われた経験を益々発
揮してください。商工会は地域に夢を企業に繁
栄を望んでいます」とお祝いの言葉を述べ、勤続
年数５年ごとに４０年勤続者まで９０人に賞状と記
念品を贈りました。
　併せて、勤続２０年の方は道商工会連合会から、
勤続３０年の方は全国商工会連合会から表彰状が
贈られました。また、勤続２０年以上の方に泉�
町長から感謝状が贈られました。
　受賞者を代表して高橋二三雄（大栄工機㈱）さ
んは「今日まで勤務できたのは先輩・上司の指導
があったから
です。当別町
が明るく住み
よいまちを目
指しこれから
も 頑 張 り た
い」と感謝の
言葉を述べま
した。
（３月２日）
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第34回全道書道コンクール特別賞
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第35回全国学生書道展覧会記念賞
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平成15年用国土緑化運動・育樹運動標語（国
土緑化運動）入選
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第17回全道中学生の税をテーマとしたポス
ター北海道知事賞入選

��������	
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平成15年度国際ボランティア作文コンクー
ル（小学生高学年部門）文部科学大臣奨励賞
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第3回東日本学校吹奏楽大会コンクール
（Ｃ編成の部）金賞など
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第18回全道リコーダーコンテスト（重奏の
部Ｂ）金賞
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少林寺拳法第24回北海道大会（小学生四級の部）
最優秀賞
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��
2003年少林寺拳法全国大会（中学生団体の部）
優秀賞など
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第18回北海道スポーツ少年団剣道交流大会
（札幌市選抜Ａ）団体優勝
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　スポーツが好きで、中学、高校、社会人と続けてき
た。スポーツは日々努力の積み重ね。学生のみなさん
も社会人になっても続けていってほしい。
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第39回北海道ソフトボール選手権大会兼
第22回北海道高等学校ソフトボール大会兼
第22回全国高等学校ソフトボール選抜大会
北海道予選会第２位
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第58回国民体育大会秋季大会出場など
（種目：ソフトボール）
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第58回国民体育大会秋季大会出場（種目：ソフトボール）

����
第21回全日本バウンドテニス選手権大会（女子ダブルス
シニア）出場など

��������	同選手権大会（男子ダブルスミドル）出場など
��������同選手権大会（女子シングルスフリー）出場など

�����
第58回国民体育大会秋季大会出場など
（種目：ソフトテニス）
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第39回北海道ソフトボール選手権大会兼
第22回北海道高等学校ソフトボール大会兼
第22回全国高等学校ソフトボール選抜大会
北海道予選会第２位
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　国際的ボランティア活動として難民募金を
実施。夏至祭で無農薬バナナを販売し安全な
食への取り組みを行った。
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　ユニセフへバザーの益金を募金。車椅子を
寄付する一助としてリングプルの回収。学校
付近の美化活動の積極的な取り組み。
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　末広団地に住んでいる80歳以上の高齢者や
独居者・身障者世帯の除雪ボランティア活動。
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　緑の羽根募金活動、駅・国道クリーン作戦な
ど公共公益施設の清掃やゴミ拾い。
　小学校・ＰＴＡと協力して取り組みを行っ
たリサイクル運動。
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　美しい町づくりのため、６年生の大勢がボ
ランティアで花を育て、水やりや花の手入れ
を続け、全校児童や地域の皆さんの目を楽し
ませた。
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　当別駅付近で倒れた老人を、2人で起こし上
げ、両腕を支え助け、大人に介助をお願いし
た。進んで人助けする誠実さと責任ある行動
が模範となる。
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�����第35回全国学生書道展覧会（学校の部）団体優勝など

��������	
第3回東日本学校吹奏楽大会コンクール（Ｃ編成の部）
金賞など

��������	第18回全道リコーダーコンテスト（重奏の部Ｂ）金賞
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　先輩方が頑張ってきたものを引
き継いできた。地味な活動だけれ
どもこれからも皆さんに協力して
もらって頑張っていきたい。
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　充実した活動が出来たこと、温かい声援をいた
だいたことに感謝しています。これからも夢と希
望をもってさらに頑張っていきたい。
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　町女性団体連絡協議会が、「当
別町女性のつどい」を開催し、約
200人が参加しました。
　町教育委員の白井 應隆 さん

おうりゅう

は、「ちょっとステキなまちづ
くり」と題し、まちづくりの根底
は人づくり、真の思いやり、やさ
しさが必要と講演。
　また、商工会女性部長の石本留美子さ
んは、「たかがいもだんご汁、されどいもだんご汁」で全国
主張発表大会最優秀賞を受賞したことを報告。「自分達の町
を元気にするには、自分達で考え行動を起こすこと」と話し
「いもだんご汁」を商品化したエピソードを紹介しました。
　最後に当別音頭を全員で踊り、楽しく交流しました。
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　町教委と、実行委員会（立川一美委員長）によ
る、６泊７日のビッグファミリーふれあい合宿�
西当別。　　
　４年生から６年生22人が親から離れ西当別コ
ミセンで集団生活を送りながら通学し、炊事、洗
濯、掃除、買い物の生活体験や地域の人たちとの
交流学習を行いました。
　地域の大人や学生ボランティア、ジュニアリー
ダーも加わり、そば打ち、天体観測、絵本の読み
聞かせ、いもだんご汁作りなど、盛りだくさんの
プログラムに取り組みました。
　子 ど も 達
は、「炊事、洗
濯などお母さ
んのありがた
み が 分 か っ
た」などと感
想を話してい
ました。

　町教委主催に
より、まちづく
り・ボランティ
ア・健康づくりの
さまざまな角度
から当別を学び
当別について考
えようと、道医療

大の教授らを招き講演。
　同大歯学部の江口教授は、「町民が、当別の過去から
未来を共通して知ることが大切。町民としての自分史
を今一度見つめ直そう」とまちづくり教育からの当別
学を講演。
　また、同大歯学部の千葉教授は、当別町2万人歯の健
康を推奨し、80歳まで自分の歯を20本残そうと講演。
　学生ボランティア「ゆうゆう24」の大原代表は、「ボ
ランティアは自分の判断ではなく相手の求める視点で
行うことが大切」と、各講師の身近でわかりやすい説明
に受講者は、熱心にメモを取っていました。



生 涯 学 習 だ よ り
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　テレビどさんこ
ワイドでおなじみ
の星澤幸子さんが
「食と料理に学ぶ
こと」と題し、中
小屋中の生徒を対

象に講話した道徳授業。これには中小屋小の
児童や地域の人達も参加しました。
　「長い間に培われた日本の食事は美しい。お
いしいと感じることは体が健康ということ」な
ど、食と健康のつながりや、元気なことの大切
さを訴えました。
　また、住んでいるところの食物が一番、当別
の人は当別のものを食べようと、講師のわかり
やすい軽妙な話し方に生徒達は引き込まれて
いました。
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　平成15年6月に公募委員3人を含む21人で策
定委員会が発足しました。　以来、延べ18回の
会議を積み重ね、2月16日、�橋教育長に5カ年
を期間とする計画の報告がされました。
　サブタイトルを「とうべつ　まなびプラン
21」と設定し、計画の基本理念を「みんなの学
ぶ 樹 をはぐくむとうべつ」としています。

き

　これは、みんなで生涯学習社会を樹立する、
学びの木の根を育むなどの意味があります。　
　生涯学習を推進するため、学校、地域、家庭
が協力し合い「何を目指し、何をするのか」を
具体的に示した計画となっています。
　計画の閲覧は役場、総合体育館、公民館でで
きます。
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　管内スポーツ少年団連絡協議会と町スポーツ少年団本部
は、管内スポーツ少年団地域交流事業を開催。
　当別からは、サッカー、柔道、卓球の各少年団から43人

が参加しました。
　インストラクターの指
導の下、ケンケン鬼ごっ
こやボールゲームなど、
みんな汗だくになるほ
ど、元気いっぱい飛び
回っていました。

　町教育長杯ミニバスケットボール大会兼札幌地区新人戦
大会が開催され、36チーム5年生以下の男女506人の選手が
出場。選手達はみな引き締まった表情と小学生とは思えな
いドリブルやパス回しなど、見事な連携プレーを見せてい
ました。
　応援に駆けつけ
た父母ら約700人の
熱い声援と選手の
果敢なプレーに会
場はあふれんばか
りの熱気に包まれ
ていました。当別町チームは残念ながら1回戦で敗退。
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実施団体と町教委主催による自主企画講座を開催。小林　実施団体と町教委主催による自主企画講座を開催。小林
房恵さんが発起人代表となり、２月１８日から４回、世紀会房恵さんが発起人代表となり、２月１８日から４回、世紀会
館で「カラオケ教室」を実施。館で「カラオケ教室」を実施。
「にちおん歌謡学院」から講師を招き、詩の解釈や基本的　「にちおん歌謡学院」から講師を招き、詩の解釈や基本的
な発声法など59人の参加者が楽しく学習しました。な発声法など59人の参加者が楽しく学習しました。
この講座をきっかけにサークル活動に結びつけたいと意　この講座をきっかけにサークル活動に結びつけたいと意

欲を示していました。欲を示していました。
また、2月21日、「萌木の会」が西当別コミュニティーセ　また、2月21日、「萌木の会」が西当別コミュニティーセ

ンターで障害のある子ンターで障害のある子
ども達にどんな支援やども達にどんな支援や
教育が必要なのか、「特教育が必要なのか、「特
別支援教育ってな～別支援教育ってな～
に」を企画し、97人の参に」を企画し、97人の参
加者は道立特殊教育セ加者は道立特殊教育セ
ンター矢口室長の実例ンター矢口室長の実例
を交えた講演に、耳をを交えた講演に、耳を
傾けていました。傾けていました。
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�����　http://www.infosnow.ne.jp/toubetsu-syo/
�����　http://www8.ocn.ne.jp/̃warasho/
������　http://www.infosnow.ne.jp/nishito-chu/
������　http://www.infosnow.ne.jp/ben-chu/
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　介護保険料は、前年の所得や世

帯の町民税課税状況に応じて決ま

ります。所得や課税状況が確定す

るのは７月頃になり、その後、平

成１６年の保険料額が決定します。

　なお、保険料の納付は次のとお

りになります。

��������	
��
���

������

　保険料額が決定するまでの期間

（４月、６月、８月の年金支給時）

は、２月分と同額を納付していた

だきます。

　その後、今年度の保険料額が決

定しましたら、１０月以降に残りの

金額を納付していただきます。  

��������	
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　4月から６月は、保険料を納める

期間になっていません。

　７月頃に納付書を送付しますの

で、各納期限までに納めてくださ

い。

　なお、口座振替をご利用の方に

は納付書は送付しません。各月末

日に指定金融機関より自動引き落

としとなります。

▼���　福祉課介護サービス係

（「ゆとろ」内・�３－３０２９）

当中吹奏楽部の防火ミニコンサート・防火縁日・各種体験コーナーなど
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一人暮らしの高齢者の
お宅や防火対象物の査
察、火災予防の巡回広
報、各種行事で防火の
呼びかけを行います。
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�おもちゃや絵本の貸出しなど。
�サークル活動でお困りの相談
ごとに応じます。
▼��　西保育所・ふとみ保育所

���������　
�����～毎週水・木曜　１０時
～１１時３０分（末広・�３－３７４４）
�������～毎週月・金曜　
１０時～１１時３０分（太美町・�6
－2353）

「より楽しく遊ばせたい・よその
子と遊ばせたい」とお考えのお母
さんは、是非参加を！
▼����　受け付けの時点で
満１歳６カ月から４歳未満の児
童と母親。
▼����　両会場・各コースと
もに親子１５組
▼�����　
���������ほか
◎火曜コース　５月１１日～７月
２７日（毎週火曜）
◎金曜コース　５月７日～７月
２３日（毎週金曜）

����������

◎水曜コース　５月１２日～７月
２８日（毎週水曜）
◎木曜コース　５月６日～７月
２２日（毎週木曜）
※各コース全１２回開催、１０時～
１１時３０分
▼��������　親子１組＝
５００円
▼����　４月１９日（月）～
２４日（土）（受付は９時～１５時）
▼�����　本町地区＝西保育
所（�３－３７４４） 西部地区＝ふ
とみ保育所（�６－２３５３）
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▼����　５～７月＝第１期　９～１１月＝第２期　
　　　　　　２月子育てサロン＝第３期（本町地区で３回）����

�������

�������������

　　　　町民に河川に親しんで
　　　もらおうと、花壇を設置
　　　するなどのボランティア
活動を行っているＬｏｖｅ！パ
ンケ（辻野浩代表）では、今年
も本通橋付近に鯉のぼりの設置
を計画しています。
　皆さんの自宅物置で使わずに
眠っている鯉のぼりがありまし
たら、是非、譲ってください。
▼�������　あえ～る（�
5－５１１６）
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・体験活動ができる「趣味の講座」
・健康・生きがいづくりの「講演会」
・見聞を広げる「視察研修」など。
����������　
��　５月～平成１７年３月
��　毎月第２金曜　１０時～１２時
��　公民館
※内容により、日
程や場所の変更
があります。
���　４０名
����　無料（保険料、材料費、
旅費は個人負担。)
�����　４月２８日（水）
������　公民館（�3－2511）
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　町が行っている「リハビリ教室」

は、体の機能維持や日常生活の拡

大、社会参加を目的に実施してい

ます。対象になる方は、是非参加

してください。

▼���　脳卒中後遺症や神経難

病などで、退院後も継続して機能

訓練が必要な方。（ただし、介護

�� ��
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保険の「通所サービス」を受けて

いる方は対象外です。）

▼���　４月１４日（水）

（毎月１回開催。開催日は毎月広

報に掲載。）

▼��　10時30分～14時30分

▼��　ゆとろ（西町）

▼��　

��～体操・レクリエーション・

創作活動などを通したリハビリ。

言語聴覚士によることばの教室。

様々なサービスの活用法や生活の

中での工夫点の情報交換。

��～作業療法士・言語聴覚士か

らの家庭で行えるリハビリ方法。

生活の仕方のアドバイスなど。

▼���　必要に応じて送迎あり。

▼�����　福祉課保健サービ

ス係（「ゆとろ」内・�３－２３４６）

　脳卒中など同じ病気を持つ仲間

との交流や親睦を図りたい方を対

象とした｢ねこやなぎの会｣へのお

問い合わせ・申込みも上記まで。

▼����　満６０歳までの保健

師か助産師または看護師の資格を

有する方

▼����　１名

▼����　４月から平成１７年３

月まで（月に４～５日間）

▼����　８時４５分から１７時

１５分まで

▼���　ゆとろ（西町）

▼����　機能訓練事業、健康

相談、予防接種業務、乳幼児健診、

エキノコックス症検診

▼����　9,600円

▼����　履歴書・免許書の写

し・本人の住民票

▼����　４月２３日（金）

▼������

福 祉 課 保 健

サ ー ビ ス 係

（「ゆとろ」内・

�３－２３４６）
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　総合保健福祉センター「ゆとろ」

に開設されていた「江別保健所臨時

受付窓口」（毎週火曜午後）は、３月

３１日をもって廃止になりました。

　臨時窓口を利用されていた方

は、江別保健所をご利用くださ

い。

▼���　①江別保健所（江別市

錦町４番地１・�011－383－2111/�

011－383－2185)

②江別保健所石狩支所（石狩市花

川 北７条１丁 目・�0133－74－

1142/�0133－74－1147）
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　春は何だか新しいことを始めた

い季節。「雪が解けたら、外を歩

こう。運動を始めよう！」と春を

心待ちにしていた方、多いのでは

ないでしょうか？

　健康運動指導士があなたに合っ

た運動プログラムを作り、健康づ

くりを応援します。

　ご希望の方は、3カ月間を目標

に運動メニューに沿って、「ゆと

ろ」で運動を継続できます。

　また、保健師・栄養士も健康づ

くりのお手伝いをします。

▼���　生活習慣病予防やダイ

エットのために運動を始めたい方

▼��　4月16日（金）、5月28日

（金）、6月18日（金）

▼��　９時30分～11時30分

（待ち時間短縮のため、指定時間

を連絡します。）

▼��　ゆとろ（西町）

▼��　運動プログラム作成とア

ドバイス、体重・体脂肪・血圧測

定、柔軟性・持久力などの体力測

定。(必要者には栄養相談を実施)

▼�����　福祉課保健サービ

ス係（「ゆとろ」内・�３－２３４６）
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　町では、町内または町内事業所

に１年以上引き続き在住もしくは

勤務している方や、これらの方で

構成する団体が企画する事業に

「人材育成基金」から補助します。

▼��������

�������

　教育・文化・産業などの分野で

自己形成のテーマにより行う国内

外研修事業。

�����

　スポーツや文化活動を通じ、国

内外の人たちとの交流事業。

�����①②とも交通費・宿泊

費など必要と認められる経費の３

分の２以内。（個人は国内１０万円・

国外５０万円、団体は５０万円が限度）
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��


　地域活性化の促進や文化・教養

を高める講演会などの事業。

�����会議費など必要と認め

られる経費の２分の１以内。（５０

万円が限度）

��������	
��
��

��������	

　英会話能力向上のため、町が指

定するコースにより英語圏の国で

行うホームステイ語学研修。

�����指定するコースの参加

費用などの２分の１以内。（５０万

円が限度）

��������	
�

　農業経営に係る能力向上のため

に、諸外国での農業を主とした生

活文化などの研修事業。

�����交通費など必要と認め

られる経費の２分の１以内。（５０

万円が限度）

▼����　年３回（４月・８月・

１２月）。　申請書は、事業実施予定

日の２カ月前までに提出してくだ

さい。

▼�����　企画課企画振興係

（�３－３０４２）

　町では３月３１日に閉校した川下

小学校の校舎、屋内体育館、グラ

ウンド、教員住宅の利用を希望す

る方を募集します。

▼��������　当別町川下

７５５番地１０

▼����

　４月３０日

（金）

▼����

　役場財政課で示す貸付応募要領

を承知した上で、次のものを提出

してください。

�貸付申請書　�施設の管理・利

用計画書

▼��　財政課管財係（�３－

2331）
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　「札幌圏の大豆採らすと」は、消

費者と生産者が安全な大豆づくり

のため腕を組みました。

　会員になると農作業やイベント

を通して生産者と交流しながら、

秋には大豆を受け取ることができ

ます。

　札幌圏８市町村の生産者が減農

薬・低化学肥料で丹精こめて育て

た安全な大豆、「大豆採らすと」に

参加して応援しませんか？

��������	
��　　

����一口4,000円です。これ

で大豆（約６�）を受け取る権

利ができます。

�����８地域（札幌市・江別

市・千歳市・恵庭市・北広島市・

石狩市・当別町・新篠津村）か

ら参加したい地域を選ぶことが

できます。各地域とも先着３０

名限定ですのでお早めに！

�������①大豆６�

　②大豆３�と味噌１�

（①か②のいずれか一方）

����������

　電話で申し込みしてください。

「札幌圏の大豆採らすと」の詳細

資料を送付します。会費の振込み

をもって会員となります。

��������

４月１５日（木）～２２日（木）

９時～17時（土・日曜は除く）

�������　　

　札幌圏の大豆採らすと実行委員

会事務局（「札幌広域圏組合」内・

�０１１－２９０－１３１３）
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　国際協力機構（ＪＩＣＡ）では、
青年海外協力隊員などを募集し
ています。
■����　�青年海外協力隊
（満20～39歳）�シニア海外ボラ
ンティア（満40～69歳）�日系社
会青年ボランティア（満20～39歳）
■�����４月１０日（土）～５
月２０日（木）
■����　１年または２年間
■�����　４月１７日（土）か
ら全道で７回開催（札幌市内５回）
■����　ＪＩＣＡ札幌（�
011－866－8393）
■������

http://www.jica.go.jp
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　町教委では、学校開放事業とし

て小中学校の体育館を利用する団

体を募集します。

　なお、利用団体は登録が必要で

す。

▼��　町内に在住する大学生以

上で、構成員が10名以上の団体と

スポーツ少年団

▼����　5月から平成17年3月

（学校の都合などで利用できない
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��������	�

日もあります）

▼��������	当別小学校

西当別小学校、西当別中学校、弁

華別中学校

▼����　

当別小学校�18時～

21時　

その他の学校�19時

～21時

▼��　無料

▼����　総合体育館に備え付

けの登録用紙に必要事項を記入の

上、4月16日（金）までに提出して

ください。

▼��　町教委社会教育課スポー

ツ振興係（「総合体育館」内・�２

－３８３３）

　町の国民健康保険が国保加入者

に助成していた、がん検診などの

検診料の助成額が今月から変わり

ます。今回の変更で受診時に自己

負担が生じますが、助成対象の検

診種類を拡大して、より多くの加

入者に受診していただくことがで

きるようになりました。検診を受

けるときは、受付窓口で自己負担

金を納めていただくことになりま

すが、ご理解をお願いします。

��������	


�����～受診料の全額助成か

ら半額助成に変更

��������～助成金額を

20,000円から15,000円に変更（検診

料の半額を助成）

��������	
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��������～自己負担額の

半額を助成

▼���住民生活課国保年金係

（�３－２４６７）

�� ��

��������	

��������	
�

���������	

　当別に来る海外の方の歓迎会や

視察の際に会話をサポートしてい

ただきます。

　外国語を日常会話として話せる

方が対象です。

▼������　企画課企画振興

係（�３－３０４２）

　今年度の国民年金保険料は、定

額で月額13,300円、付加保険料は

４００円です。また、１年分（４月分

～平成１７年３月分）・半年分（４

月分～９月分）の保険料をまとめ

て４月３０日までに納めると割引と

なりますので、お得な前納制度を

ご利用ください。

　４月上旬に届く納付書で金融機

関、郵便局、コンビニ、社会保険

�� ��

��������
�����������	

��������	

　4月14日・２8日の水曜日
　役場1階国保年金係へお気軽
にお越しください。
��������	


��　札幌北社会保険事務所
��　4月20日（火）
　　　１０時～１５時
��　商工会館（錦町）

���������������

2,830円156,770円159,600円１年分
�����

650円79,150円79,800円半年分
2,920円161,480円164,400円１年分

�����������
670円81,530円82,200円半年分

事務所で納めることができます。

（一部、取扱いできないコンビニ

もありますので、納付書の裏面を

ご確認ください。）

　町では、最も身近な国際交流が

できる次のボランティア登録を受

け付けています。

���������	
��
�

　日本の生活を体験したい外国の

方を家庭に受け入れて、お互いに

交流を深めていただきます。

【��������	
��】

　札幌圏ホームステイ交流協会と

各市町村、大学が連携しながら、

外国人留学生や社会人（日本語が

あまり話せない方もいます）が、

希望する時期に道内各地でホーム

ステイを体験するものです。外国

の方が地域の人々とふれあいなが

ら、日本の生活・自然・文化を直

接体験し、受け入れる家庭の方も

国際交流を体験できます。ホーム

ステイ期間は３日程度です。

�� ��

������
�����������
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　平成１６年３月１日現在の最低賃金は、６３７円になります。これは、
北海道で事業を営む全産業の使用者と労働者に適用されます。

���������������������������������������������������������������������������������� ���
�

　今年も労働保険（労災保険・雇用保険）の確定（平成１５年度）、

概算（平成１６年度）の申告・納付時期となりました。

　事業主の皆さんは、期間内に手続きをお願いします。

▼����　５月２０日（木）　▼������　最寄りの金融機関・

郵便局・労働基準監督署・北海道労働局

▼���　札幌東労働基準監督署労災第二課（�011－894－2819）
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�
　花の育成管理に関する知識や技術・花の扱い方に関す
る知識を持つ人で、北海道知事の認定を受けています。
　道内では約1,400名のフラワーマスターが「花壇づく
りのデザイン・花種選定のアドバイス・花に関する研修
会や講習会」など各地域で花のまちづくりアドバイザー
として活躍中です。

��������	
���

�������������	
�

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
　７名のフラワーマスターが、町内会など
様々なところで相談、助言、指導をしたり
と活躍されています。
　もし花に関することでお悩みであれば、
何でもどうぞお気軽にご相談ください。　
　得意分野もバラエティーに富んでいま
すので、きっと良いアドバイスをもらえる
でしょう！
　また、花に関する講習会などへの講師依
頼も随時受け付けています。詳しくは、下
記までご相談ください。
　���������	
��
������������������

　北海道の農山漁村において、地
域の活性化や個性的で魅力ある地
域づくりに貢献した活動を行って
いる団体は応募してください。
▼����
������　地域の特色を生か
し、生活と生産に根ざした景観形
成活動。
���������　地域で生産
される農林水産物及びそれらを利
用した主として加工品の生産販売
活動。
���������　地域の魅力
を高めるコミュニティづくりを行
う、都市または他地域の人達との
交流活動。
▼���　札幌開発建設部（�011
－611－0111・内2424）
▼������
http://www.hkd.mlit.go.jp/
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荒戸恵子さ
ん

(樺戸町)
佐藤宏司さ

ん

(太美町)
佐藤さよ子さ

ん

  (太美町)

�木馥美さ
ん

　(弥生)
菅 純子さ

ん

(六軒町)
森本 茂さ

ん

(獅子内)
長尾正枝さ

ん

　(弥生)
土の性質
差し木・差し芽

ハーブ
ハンギング

土づくり
苗づくり
エクステリア

ハンキング
花の特性
花の種子

苗のつくり方
整形花壇
種のまき方

バラづくり
宿根草

バラづくり
宿根草
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������甲種、乙種（第１～

第６類）及び丙種

◎����5月23日（日）

◎���　札幌市ほか６市

◎����　4月7日（水）～１5日

（木）　　　　　　　　　　

��������	
��


��������������

◎����6月15日（火）～１８日

（金）の４日間

◎���　札幌市

◎����　4月１9日（月）～５

月7日（金）

◎��������	
���


���　不特定多数の人が出入す

る建物で収容人員３００人以上など。

◎�����防火管理者実務経験

が３年以上のほか、多数の要件が

ありますので、問い合わせくださ

い。

▼��　当別消防署消防課指導係

（�３－２５３７）　　　　　　　　

�� ��

��������	
��������	
��

�� ����

��������
�������

　鳥インフルエンザの発生が東南

アジアを中心に猛威を振るってい

ます。

　野外で鳥類を飼っている方は、

▼����

�昭和５０年４月２日～昭和５８年

　４月１日生まれの方

�昭和５８年４月２日以降生まれで

　次に該当する方

�大学を卒業した方（平成１７年３

月に大学卒業見込者を含む）

�人事院が�に掲げる者と同等の

資格があると認める方

▼����　６月１３日（日）

▼�����７月２７日（火）・２８

日（水）の指定された１日

�� ������

��������
��������	


▼���　札幌市ほか

▼��������

北海道労働局総務部総務課（札幌

市北区北８条西２丁目１番1　札幌

第１合同庁舎）

▼����　４月１６日（金）（当

日消印有効）

▼��������	


北海道労働局（�011－709－2311）

次の点に注意してください。

����������	
���

��������

����������	
��


����

　死んでいる野鳥を見つけたとき

は、素手で触らずにビニール袋に

入れ、燃えるゴミとして処理して

ください。

　不明な点は、下記へ問い合わせ

ください。

▼����環境

対策課環境対策

係（�3－2503）

▼����

　昭和４９年４月２日から昭和５８

年４月１日生まれで、大学（短期

大学を除く）を卒業した方（平成

１７年３月に大学卒業見込者を含

む）

▼����　5月23日（日）

▼�����札幌市ほか

▼�����6月下旬～７月中旬

▼�����

北海道警察本部採用センター（札

幌市中央区北２条西７丁目）

▼����　４月６日（火）～23

日（金）

▼�������

���

北警察署警務課

（�011－727－

0110）

�� ������

�������
��������	


�� ��

������
��������	
��

　建築基準法の改正により、当別

町都市計画区域のうち用途地域の

指定のない区域（白地地域）の

「建築物の形態基準」が指定され、

４月１日から開始となりました。

　指定された内容は、次の場所で

いつでも確認することができま

す。

�������

    当別町都市計画区域のうち用

途地域の指定のない区域内におけ

る容積率、建ペイ率と建築物の各

部分の高さの制限値。

�������

▼�����������

▼���������	
�

�������  

　年末年始、土・日曜、祝日を除

く、８時４５分～１７時１５分まで。

▼���　建設課建築係（�3－

3147）



��������	 ��

���
�
�
���
�
�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

▼�
ト
モ
エ
さ
ん（
下
川
町
）か
ら　

万
円

２０

▼
清
水
隆
義
さ
ん（
北
栄
町
）か
ら
３
万
円

▼�
泉
喜
久
子
さ
ん（
春
日
町
）か
ら
３
万
円

▼
太
田
夏
子
さ
ん（
西
町
）か
ら
３
万
円

▼
弥
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
虹
の
会（
�
木
典
子
代

表
）か
ら
１
万
円

▼
ア
ジ
ア
ン
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン（
瀬

棚
町
）か
ら
１
万
円

▼
荒
谷
マ
ツ
さ
ん（
対
雁
）か
ら
雑
巾　

枚
５０

▼
札
幌
信
用
金
庫
当
別
支
店（
園
生
）か
ら

タ
オ
ル
６
８
８
枚

▼
匿
名
の
方
か
ら
タ
オ
ル　

枚
・
バ
ス
タ
オ
ル
５
枚

５０

�������������

�72114����

000�����

12627�����

　春は、新入学（園）
児の季節です。
　ドライバーの皆さ
んに5つのお願い。
�生活道路では特に警戒心を高める
�子どもを発見したら、その反対側
にも目を向ける
�止まっている車の陰にも目配りを
する
�横断歩道付近は特に注意する
�右折・左折するときは側方にも注
意する

��������	
��


���������	
��


����������	
��

����

　４月６日（火）～４月１５日（木）
�����　
　道民一人ひとりに交通安全意識の
高揚と、交通ルールの遵守と交通マ
ナーの実践を習慣づけることによ
り、交通事故防止の徹底を図る。
����

�子供と高齢者の交通事故防止
�自転車の安全利用の促進
�シートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底

���������	
��
���

��������	
��
���

������

���������������

����

5月22日（土）・23日（日）
�２３日は飛行要員のみ
����

6月22日（火）～24日（木）
����

7月24日（土）～
８月５日（木）
�３次は飛行要員のみ

������）
　　～
��������

�大学卒業程度の学力を有し、２０歳以上
２６歳未満の者〔２２歳未満は大卒（見込含）〕
�大学院修士課程修了者（見込含）は、２８
歳未満（海上技術幹部候補生は、理学また
は工学課程修了者に限る）

一　般
・

技　術
�����

�歯科は専門の大学卒（見込含）で２０歳
以上３０歳未満の者
�薬剤科は２６歳未満、薬学修士取得者は
２８歳未満

歯　科
・

薬剤科

受付時に通知通年受付１８歳以上２７歳未満の者　　
��������

                    （男子）
■�������江別募集事務所・�０１１－３８３－8９５５　
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■
宇
川 
幸
雄 
さ
ん
（
西
町
）

ゆ

き

お

　

平
成　

年
2
月　

日
逝
去
（　

歳
）

16

23

77

　

昭
和　

年
町
政
功
労
者
賞
受
賞

59

�
�
　

消
防
団
員
と
し
て
９
年
間
、
農
業
委

員
会
委
員
と
し
て
９
年
間
、
都
市
計
画
審
議

会
委
員
と
し
て　

年
間
、
農
業
生
産
対
策
協

１７

議
会
委
員
と
し
て　

年
間
、
町
有
牧
野
運
営

１３

委
員
会
委
員
と
し
て
８
年
な
ど
、
長
年
に
亘

り
町
政
発
展
の
た
め
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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No.303No.307
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����5月6日

　　　　13時～16時
�����　事前に福祉課福祉
係（�3－3019）へ。

���������	
��

����4月8日、4月22日

　　　　13時～16時
�����　町社会福祉協議会
（�２－２３０１）へ。
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�����������3月1日現在�
 （　）は前月との比較

������人��������

����������������
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し じ ま
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��������　道民の森管理事務所　�２－３９１１�

　野山の雪どけが進みようやく暖かくなりました。

　「道民の森」も開園準備を進めております。今年

もたくさんの皆様のご来園をお待ちしています。　　　　　　　　　　　

　さて、すでにご存じの方もいると思いますが、当別町市街から神居尻地

区に向かう途中で、旧青山小中学校を少し過ぎた所に「ふくろう」の顔を

デザインした木造の案内所が目に付きます。ここには、案内所や駐車場、

トイレなどが整備され「道民の森青山中央地区」として今年から「道民の森」

の情報を発信して行きますので、是非お立ち寄りください。

���������
����������������

��������	
���


������������	�
�

����������	


��������������	�


��������	
��
�

�����������������

������������	
��

��������������	
��

��������������

���������������

���������������

��������	
������

��������	
��

��������	


����　
��������	�
�

�16歳から６９歳まで
の健康な方なら、どな
たでも献血できます。
�65歳以上の方は、献
血を経験(60～６４歳）し
ている方。

��������

�10時～11時
���������

　11時30分～13時
��������

��������	
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�14時～16時
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　琴生流大正
琴“当別教室”
では、春の会
員を募集しています。
　日本の文化に親しみながら、お友
達づくりをしてみませんか？
���月２回
��　白樺コミセン（白樺町）、西当
別コミセンほか
���　日時、場所は随時連絡しま
す。
������　渡辺（�３－0270）
または、西口（�６－4676）へ。

������������������������������������������������������������������������������������

�������



��������	 ��

���　～西当別コミュニティーセンター（太美町）　���　～総合保健福祉センター<ゆとろ>（西町）

木1
健康相談（9：30～11：30）���金2

土3
日4

女性がん検診（７：２０～8：00ゆとろで受付）
　　　　　　　　　　→��������	
健康相談（9：30～11：30）���
当別断酒会（18：30～20：30）���

月5

女性がん検診（７：２０～8：00西当別コミセン
で受付）　→��������	火6

水7
木8
健康相談（9：30～11：30）���金9

土10
日11
健康相談（9：30～11：30）���
4カ月・10カ月児健診     　　　　　　　　　
 　　　　　　(13：00～14：00）���

月12

ポリオ予防接種（13：00～13：30）���

かすみ草の集い（10：30～14：30）���
火13

リハビリ教室（10：30～14：30）���水14

ポリオ予防接種（13：00～13：30）���木15

健康運動相談（9：30～11：30）���
１歳８カ月・3歳児健診

　　　　　　　（13：00～14：00）���
金16

土17
日18

健康相談（9：30～11：30）���
歯科検診・フッ素塗布　　　　 　　　　　　
　　　　　　　 （9：30～14：00）���
当別断酒会（18：30～20：30）���

月19

ポリオ予防接種（13：00～13：30）���火20

ねこやなぎの会（10：30～14：30）���水21

ポリオ予防接種（13：00～13：30）���木22

健康相談（9：30～11：30）���
１歳８カ月・3歳児健診
　　　　　　　（13：00～14：00）���

金23

土24
日25
健康相談（9：30～11：30）���月26
友遊会（10：00～12：00）���火27
重点健康相談（9：30～11：30）���水28

祝29
健康相談（9：30～11：30）���金30

������������������������������������������������������������������������������������������������

� ���� � ���

��������������������
����　９：30～１１：30
　祝日を除く毎週月・金曜日���

����������

5月10日（月）13：00～１４：00　���

������

5月11日（火）7：20～8：00　
　　　　　（ゆとろで受付）→��������	

���������	

5月11日（火）13：00～１5：30　���

�������

5月12日（水）10：30～１4：30　���

※（　）内は受付時間です。

������　福祉課保健サービス係（「ゆとろ」内・�３－２３４６）

������　当別断酒会→日中は江別保健所(�011－383－2111)、夜間は工藤（�２－２５１０）へ。
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�
�
�
�
� �������対象者には個別に通知します

������������左記医療機関で受診可
���（ジフテリア･百日咳･破傷風）���　
3カ月～90カ月未満児
���（ジフテリア･破傷風)�対�　11･12歳
������　１歳～90カ月未満児
������　１歳～90カ月未満児
�����������

������　生後3カ月～90カ月未満児
�����

水曜日（重点健康相談）～保健師・栄養士が健
康についての相談に応じます
月･金曜日～運動の器具（ウォーキングマシー
ン、エアロバイクなど）が使えます
水曜日～保健師が健康についての相談に応じます
��������心身機能に心配があり、生活
リハビリを受けたい方
���������脳卒中など同じ病気を持
つ仲間と交流や親睦をはかりたい方
���������	
��外出の機会が少な
く家に閉じこもりがちな高齢者
������～「お酒｣で悩んでいる方と家族
は一度おいでください
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２
月　

日
、
ゆ

２８

と
ろ
で
「
健
康
な

ま
ち
づ
く
り
研

修
会
」
が
開
か

れ
、　

人
の
皆
さ

８７

ん
と
楽
し
く
学

び
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
三
重

県
松
阪
保
健
所
の
佐
甲
隆
所
長
。
終

始
笑
い
を
ま
じ
え
な
が
ら
健
康
づ
く

り
の
わ
ざ
『
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
』
に
つ
い

て
、
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　�
�
�
�
�
�
�
�	
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「
ス
ト
レ
ス
を

上
手
に
乗
り
越
え

る
わ
ざ
」
や
「
な

り
た
い
自
分
に
な

る
た
め
に
自
己
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
わ
ざ
」
の
事
を

い
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
「
痩

せ
た
い
け
れ
ど
つ
い
食
べ
て
し
ま
う
」

と
か
、「
タ
バ
コ
を
止
め
ら
れ
な
い
」

と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
人
が
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を
上
手

に
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
過
食
や

タ
バ
コ
に
頼
ら
な
く
て
も
、
ス
ト
レ

ス
を
解
消
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
健

康
に
暮
ら
せ
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を
磨
く
た
め
に
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」と
、「
自
分

に
自
信
を
持
つ
こ
と
」
が
大
切
で
す
。
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最
近
、
家
族
・
友
人
な
ど
と
語
り

合
っ
て
い
ま
す
か
？
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
良
く
図
り
、
お
互
い
の
良
さ

を
気
付
き
あ
う
事
が
、
心
の
安
定
を
も

た
ら
し
、
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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�
�
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�
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健
康
づ
く
り
は
、
自
分
が
変
わ
る

こ
と
、
な
り
た
い
自
分
に
な
る
こ
と

で
す
。
自
信
を
持
つ
た
め
に
は
、
小

さ
な
達
成
感
の
積
み
重
ね
が
必
要
で

す
。
こ
れ
に
は「
ほ
め
る
」事
が
大
切
。

　
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
に
好
き
な
甘

い
物
を
半
分
我
慢
し
た
自
分
を
ほ
め

る
」「
禁
煙
３
日
目
の
夫
を
ほ
め
て
あ

げ
る
」
な
ど
、
ほ
め
る
事
が
自
信
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
も
「
ほ

め
る
こ
と
」
も
、
人
と
ひ
と
と
の
交
流

の
中
で
得
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
た
ま

に
は
、
ご
家
族
同
士
で
肩
で
も
揉
ん

で
、
ほ
め
あ
い
を
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？
最
初
は
照
れ
く
さ

い
け
れ
ど
、
き
っ
と
笑
顔
に
な
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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